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性の多様性に関する理解度チェックシート

③外見が中性的だったが、本人に直接聞くことは良くないので、服装や言葉遣いなどの見た
目で、どちらかの性別を判断した方がよい。

服装や言葉遣いの「表現する性」は、かならず「自分が思う性別」と一致しているから、本人の意向を確
認しなくても、どちらかの性別をこちらで判断すればよい。

服装や言葉遣いの「表現する性」は、かならずしも「自分が思う性別」と一致しているとは限らない。男
女どちらとも言えない、決めたくない人もいるので、本人の意向がわからない状態では、性別は決めつけ
ない。

②身近な人から、「性的マイノリティ(LGBTQ+）の当事者である」とカミングアウトを
受けたら（打ち明けられたら）・・・

大切なことを打ち明けてくれて嬉しい。本人も、他の人には言いにくいだろうから、代わりに他の人に伝え
てあげよう。

話を最後まで聞き、大切なことを伝えてくれたことに対して「ありがとう」の気持ちを伝え、他の人には勝手
に言わない。また、これまでどおりの関係を続ける。

他の人にセクシュアリティ（性のあり方）を伝えるかどうかは、本人が決めることで、本人の意向がわから
ない状態では、積極的に尋ねない方がよい。

④女性っぽいとされる話し方をする男性に、「オカマみたい」、「オネエ」などと言ってから
かっていたら・・・

その場の雰囲気を壊さないように、一緒になって冗談を言ったり、笑ったりする。

冗談で言ったつもりでも、もしかしたら傷つく人がいるかもしれないので、そのような冗談を言ったりしないよ
うにし、話題を変えるようにする。

①「あの人、性的マイノリティ(LGBTQ+）の当事者かな？」と気になる人がいたら・・・

本人からは言いにくいだろうから、「もしかしてあなたはトランスジェンダーですか」などと、たずねてあげるの
が親切だ。


